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本
特
集
は
、
二
〇
二
二
年
三
月
一
五
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
た
、
立
教
大
学
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
天
草
灘
か
く
れ
キ
リ
シ
タ

ン
の
世
界
：
松
浦
家
文
書
か
ら
見
た
生
業
、
交
易
、
島
嶼
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
で
の
報
告
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
当
初
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
天
草
市
の
協
力
を
得
て
現
地
天
草
で
対
面
で
行
う
予
定
で
あ

っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
受
け
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催

と
な
っ
た
。
立
教
大
学
文
学
部
が
主
催
し
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学

研
究
費
基
盤
研
究
（
Ａ
）「
前
近
代
海
域
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
構
築
：

河
川
・
島
嶼
・
海
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
政
治
権
力
の
生
成
と
展
開
」

（
二
〇
一
九
―
二
三:

課
題
番
号19H

00546

）
を
共
催
と
し
、
熊

本
県
天
草
市
に
後
援
を
い
た
だ
い
て
実
現
し
た
。

　
姉
崎
正
治
（
一
八
七
三
―
一
九
四
九
）
に
は
じ
ま
る
キ
リ
シ
タ
ン

研
究
を
、
一
つ
の
分
野
と
し
て
史
学
の
中
で
大
成
し
た
の
は
、
尼
崎

の
牧
師
の
家
庭
に
生
ま
れ
、
聖
心
女
子
大
学
、
立
教
大
学
文
学
部
、

国
際
基
督
教
大
学
を
歴
任
し
た
海
老
沢
有
道
（
一
九
一
〇
―
九
二
）

で
あ
る
（
１
）

。立
教
大
学
文
学
部
史
学
科
に
学
び
、「
京
都
南
蛮
寺
建
立
考
」

を
卒
業
論
文
と
し
た
海
老
沢
は
、
立
教
大
学
に
教
え
に
き
て
い
た
帝

国
大
学
史
料
編
纂
所
の
辻
善
之
助
の
慫
慂
で
『
切
支
丹
史
の
研
究
』

（
一
九
四
二
年
）
を
畝
傍
書
房
よ
り
上
梓
し
た
。
そ
の
後
、『
南
蛮
学

統
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
五
八
年
）
で
東
京
大
学
よ
り
文
学
博

士
を
授
与
さ
れ
る
海
老
沢
は
、
史
料
校
訂
や
キ
リ
シ
タ
ン
史
の
基
本

書
を
次
々
に
世
に
問
う
た
（
２
）
。
学
内
で
も
文
学
部
長
や
立
教
学
院
百
年
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史
編
集
委
員
長
な
ど
の
重
職
を
歴
任
し
た
海
老
沢
は
、
キ
リ
ス
ト
教

史
学
会
の
発
起
人
の
一
人
と
な
り
、『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事

典
』（
教
文
館
、
一
九
八
八
）
の
編
集
主
幹
を
つ
と
め
た
。
彼
が
生

涯
を
か
け
て
集
め
た
貴
重
な
キ
リ
シ
タ
ン
関
係
書
籍
は
、「
海
老
沢

有
道
文
庫
」
と
し
て
、
埼
玉
県
の
立
教
大
学
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
の
保

存
書
庫
に
保
管
か
つ
利
用
に
供
さ
れ
て
い
る
（
３
）
。
そ
の
う
ち
貴
重
図
書

は
、
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
図
書
館
の
サ
イ
ト
で
公
開
さ

れ
て
い
る
。
中
で
も
「
五
島
青
方
村
天
主
堂
御
水
帳
」
は
、
一
九
世

紀
の
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
生
活
を
再
現
す
る
上
で
、
貴
重
な
情
報

を
提
供
す
る
。
近
年
発
展
め
ざ
ま
し
い
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
の
基
礎
の

一
部
は
、
立
教
大
学
史
学
科
教
員
で
あ
っ
た
海
老
沢
の
知
的
遺
産
の

上
に
築
か
れ
て
い
る
（
４
）

。

　
本
特
集
は
、
天
草
灘
の
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
―
学
術
的
に
は
「
潜

伏
キ
リ
シ
タ
ン
」
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
が
、
特
集
タ
イ
ト
ル
と
し

て
は
一
般
に
流
布
し
て
い
る
「
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
を
採
用
し
た

―
の
活
動
を
、
近
世
後
期
か
ら
幕
末
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
に
位
置
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
一
般
的

に
キ
リ
シ
タ
ン
と
い
え
ば
、
遠
藤
周
作
の
『
沈
黙
』
や
そ
の
映
像
化
作

品
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
る
が
、
今
回
の
特
集
で
は
、
そ
の
よ
う
な
文

学
作
品
で
表
象
さ
れ
た
私
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
に
た
い
し
、
主
と
し
て

歴
史
史
料
や
考
古
資
料
に
基
づ
く
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
切
り
込
む
。

　
本
特
集
の
き
っ
か
け
は
、
二
〇
二
一
年
八
月
に
、
西
洋
史
家
鶴
島

博
和
の
編
集
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
肥
後
国
天
草
郡-

町
田
組
・
大

江
組
大
庄
屋
松
浦
家
資
料
集
』（
刀
水
書
房
、
二
〇
二
一
）
に
あ
る
。

本
資
料
集
は
、
大
江
の
松
浦
家
に
伝
来
す
る
四
一
六
四
点
の
「
松
浦

家
文
書
」の
中
か
ら
、文
書
五
五
通
及
び「
転
切
支
丹
並
類
族
死
失
帳
」

を
選
別
し
、
翻
刻
・
現
代
語
訳
し
た
上
で
、
鶴
島
に
よ
る
解
説
を
付

し
た
も
の
で
あ
る
。
近
世
か
ら
幕
末
に
か
け
て
、
例
え
ば
熊
本
県
指

定
の
古
文
書
で
あ
る
上
田
家
文
書
の
よ
う
に
、
こ
の
天
草
の
地
域
の

状
況
を
伝
え
る
文
書
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
松
浦
家
文
書
は
こ
れ

ま
で
十
分
に
利
用
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
当
該

資
料
群
に
は
学
問
的
に
未
検
討
の
問
題
や
新
し
い
論
点
の
可
能
性
も

存
在
し
て
い
る
。
本
特
集
で
は
、
こ
う
し
た
松
浦
家
文
書
の
可
能
性

を
考
え
る
た
め
に
、
次
の
三
つ
の
視
点
を
導
入
す
る
。

　
第
一
に
地
域
の
視
点
で
あ
る
。
私
た
ち
は
一
般
的
に
、
キ
リ
シ
タ

ン
史
と
い
え
ば
、
ザ
ビ
エ
ル
の
布
教
、
天
正
遣
欧
使
節
、
天
草
一
揆

に
代
表
さ
れ
る
幕
府
に
よ
る
弾
圧
と
い
っ
た
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ

な
場
面
を
思
い
浮
か
べ
る
。
も
ち
ろ
ん
、そ
う
し
た
著
名
な
事
件
は
、

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
歴
史
の
転
換
点
や
時
代
の
特
色
を
考
え
る
上

で
重
要
な
契
機
と
な
る
が
、
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
と
呼
ば
れ
る
人
々

は
、
誰
も
が
そ
の
日
そ
の
日
を
生
き
る
生
活
世
界
を
も
っ
た
存
在
で

も
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
と
も
す
れ
ば
統
治
や
観
察
す
る
側
の
目
線
で

彼
ら
の
歴
史
を
捉
え
が
ち
だ
が
、
大
橋
幸
泰
『
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
：

江
戸
時
代
の
禁
教
政
策
と
民
衆
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
九
）
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な
ど
が
示
す
よ
う
に
、
人
間
は
食
べ
て
寝
て
家
族
と
暮
ら
し
地
域
共

同
体
の
中
で
人
生
サ
イ
ク
ル
を
送
る
。
近
世
後
期
か
ら
幕
末
の
天
草

灘
と
い
う
多
島
海
を
生
活
の
場
と
す
る
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
ど

の
よ
う
な
歴
史
を
紡
い
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
特
集
で
は
、
児
島

康
子
「
幕
府
に
お
け
る
寛
政
期
と
文
化
期
の
天
草
の
位
置
付
け
」
と

中
山
圭
「
考
古
学
、
モ
ノ
資
料
の
視
点
か
ら
み
た
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

資
料
」
が
、
地
域
に
即
し
た
史
料
と
文
脈
で
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の

場
と
生
活
を
再
現
す
る
。

　
第
二
に
比
較
の
視
点
で
あ
る
。
近
世
の
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
に
つ

い
て
は
、
天
草
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
事
例
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
中
世
史
家
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
が
『
比

較
史
の
方
法
』
で
述
べ
る
よ
う
に
、
あ
る
地
域
の
特
徴
を
明
確
と
す

る
た
め
に
は
、
基
準
を
定
め
て
別
の
地
域
の
状
況
と
比
較
し
、
何
が

共
通
し
て
お
り
、
ま
た
何
が
違
っ
て
い
る
の
か
を
認
識
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
る
。
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
個
人
や

集
団
が
背
負
っ
て
い
る
生
活
世
界
が
異
な
る
た
め
、
そ
の
姿
は
多
様

で
あ
る
。
本
特
集
で
は
、
中
園
成
生
「
生
月
島
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン

の
生
業
と
信
仰
」
が
平
戸
生
月
と
い
う
他
地
域
の
状
況
を
詳
細
に
論

じ
る
こ
と
で
、
天
草
大
江
の
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
特
性
を
よ
り
際

立
た
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
作
業
は
、
九
州

そ
し
て
日
本
各
地
に
散
在
し
て
い
た
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
に
関
す

る
、
今
後
の
地
域
間
比
較
の
基
礎
に
も
な
る
。

　
第
三
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
あ
る
。そ
も
そ
も
近
世
初
頭
以
降
、

キ
リ
シ
タ
ン
と
い
う
存
在
は
、
海
外
と
の
接
触
を
前
提
と
し
た
グ
ロ

ー
バ
ル
な
動
き
の
一
部
を
担
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
天
草
大

江
は
閉
じ
ら
れ
た
地
域
で
は
な
く
、庄
屋
を
通
じ
た
幕
府
と
の
関
係
、

キ
リ
シ
タ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
島
嶼
に
お
け
る
生
業
と
交
易
と
い
っ

た
外
部
と
の
接
触
の
中
で
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
し
て

き
た
。
と
り
わ
け
天
草
は
、
木
村
直
樹
「
長
崎
か
ら
み
た
天
草
―
分

断
と
連
帯
」
が
論
じ
る
長
崎
や
、
琉
球
と
の
つ
な
が
り
の
深
い
薩
摩

と
い
う
、
鎖
国
体
制
下
に
あ
っ
て
外
に
開
か
れ
た
地
域
か
ら
容
易
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
地
域
で
あ
り
、
当
時
の
地
域
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

考
え
る
と
、絶
え
ず
新
し
い
要
素
が
流
入
し
て
い
る
と
考
え
て
良
い
。

キ
リ
シ
タ
ン
研
究
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
日
本
と
を
つ
な
ぐ
世

界
史
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
的
な
意
義
を
持
つ
重
要
な
ト
ピ
ッ

ク
で
あ
る
（
５
）

。
そ
の
よ
う
な
見
方
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
天
草
、
九

州
、
日
本
、
東
ア
ジ
ア
、
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
で
松
浦
文
書

を
見
直
す
こ
と
で
、
従
来
と
は
異
な
る
天
草
大
江
の
歴
史
を
描
く
手

が
か
り
を
掴
め
る
か
も
し
れ
な
い
。
天
草
灘
の
持
つ
こ
の
よ
う
な
開

放
性
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
る
鶴
島
博
和
「
天
草
灘
と
キ
リ
シ
タ

ン
―
海
か
ら
の
視
点
」
は
、
そ
の
一
つ
の
解
答
で
も
あ
る
。

　
本
特
集
の
元
と
な
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
性

質
を
持
つ
と
同
時
に
、
天
草
市
の
も
つ
文
化
遺
産
や
文
化
記
憶
を
検

討
す
る
と
い
う
意
味
で
、地
域
に
対
す
る
学
問
の
還
元
で
も
あ
っ
た
。
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）

近
年
、
歴
史
学
の
分
野
で
も
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ヒ
ス
ト
リ
ー
や
歴
史
実

践
と
い
っ
た
、
学
問
上
の
認
識
と
生
活
者
の
認
識
と
の
相
関
を
問
う

ア
プ
ロ
ー
チ
も
前
面
に
出
て
き
て
い
る
（
６
）

。
松
浦
家
文
書
の
持
ち
主
で

あ
る
松
浦
四
郎
氏
を
は
じ
め
、
天
草
市
役
所
で
お
骨
折
り
い
た
だ
い

た
唐
田
嗣
久
様
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
に
も
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
地
域
に
根
ざ
す
人
々
を
も
含
め
た
歴
史

学
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
試
み
で
あ
る
の
が
、
今
回
の
特
集
で
も
あ

る
。

註（１
） 

海
老
沢
に
関
し
て
は
、
同
僚
の
追
悼
文
や
著
作
目
録
を
含
む
「
海

老
沢
有
道
先
生
追
悼
」『
史
苑
』 

五
三-

二
（
一
九
九
三
）、
七
二-

九
二
頁;

海
老
沢
有
道「
若
き
日
の
回
顧
と
感
謝（
学
問
的
自
伝
）」『
ア

ジ
ア
文
化
研
究
』 

一
三
（
一
九
八
一
）、
三
三-

四
六
頁
。

（
２
）
海
老
沢
に
関
す
る
研
究
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
彼
と
同
時
期
に
立
教

大
学
史
学
科
で
教
鞭
を
と
っ
た
大
久
保
利
謙
に
関
し
て
は
、
小
澤
実

「
大
久
保
利
謙
と
立
教
大
学
史
学
科
（
一
八
九
八
―
七
一
）」
佐
藤
雄

基
編
『
明
治
が
歴
史
に
な
っ
た
と
き
：
史
学
史
と
し
て
の
大
久
保
利
謙
』

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
） 

、
八
六-

一
一
三
頁
。

（
３
）『
海
老
沢
有
道
文
庫
目
録
』（
立
教
大
学
図
書
館
、
一
九
九
三
）。

（
４
）
近
年
の
研
究
動
向
と
し
て
、
川
村
信
三
編
『
キ
リ
シ
タ
ン
歴
史
探

求
の
現
在
と
未
来
』（
教
文
館
、
二
〇
二
一
）
を
参
照
。

（
５
）Oka M

ihoko, The N
am

ban Trade: M
erchants and M

issionaries 
in 16th and 17th C

entury Japan . Leiden: B
rill, 2021; 

O
m

ata Rappo H
itom

i, D
es Indes lointaines aux scènes des 

collèges: Les reflets des m
artyrs de la m

ission japonaise en 
E

urope (XVIe – XVIIIe siècle) . M
ünster : Aschendorf, 2020 

; H
igashibaba Ikuo, C
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